
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 12 - 10

【事業期間】

平成25年度～平成26年度

【事業費】平成25年度分
　○復興まちづくり総合支援事業費：3,767千円

　　・測量試験費

　　・用地取得費

※この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

【基幹事業との関連性】

　本事業の実施により、沿岸部住民のより安全かつ迅速な避難行動が図れることから、沿岸
区画整理事業区域内の防災力向上を促進するものである。

【事業概要】

（整備内訳）

　東日本大震災により甚大な津波被害を受けた久之浜地区において、津波災害から住民等が
地区内の高台等へ安全かつ円滑に避難できるよう避難路の機能確保及び有効幅員確保に向け
た整備を行い、防災性の向上を図る。

（22）　避難誘導施設整備事業

被災地における復興まちづくり総合支援事業（久之浜地区）

（単位：千円、m）

延長 幅員

路線③ 3,767 20.6 8.0 現道拡幅

合計 3,767

区分
整備内容H25

事業費
備考



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 14 - 6

○受付事務等委託　2ヶ月間　2ヶ所

○マナー・ルールブックの作成2,000部

【事業期間】

平成25年度

【事業費】

　○平成25年度災害公営住宅受付事務委託等事業費：7,716千円

・受付事務委託費　　　

・マナールールブック作成経費

早い確保に資するものである。

※この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

復興地域づくり加速化事業

災害公営住宅受付事務委託等事業

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

スムーズな入居が図られ、生活再建の生活再建の前提である恒久的な居住環境の一刻も

【基幹事業との関連性】

　本事業の実施により、沿岸部住民をはじめとする被災者の方々の災害公営住宅への

【事業概要】

　災害公営住宅整備が進み、平成25年度末から入居開始予定であるため、被災者のスムーズ
な入居に向けて、マナールールブックを作成するとともに、申請受付時に迅速・正確に受付
事務を進めるため、災害公営住宅受付事務を委託する。


	★D-17-12-10 被災地における復興まちづくり総合支援事業（久之浜地区）
	避難路（久之浜）

	★D-17-14-6 災害公営住宅受付事務委託等事業
	災害公営入居受付


